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殉国者慰霊祭

10月31日三城の忠霊塔で

県殉国慰霊奉賛会大村支部主催忙よる殉国者秋cr:.慰

霊祭が10月31日午前10時30分カ、ら三城忠霊塔:で行主わ

れました。 r君が代」 吹奏ののち支部長大村市罫の祭
文奏上、続いて県知事代理松下民生労仇部長ι慰霊の

詞があって、治ごそかたうち式典を終了しました。
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新聞語辞典。世紀のオりシピック。心理学研究入門

本の中の世界。日常の法律と書式集。陽気な無宿旅

行。赤ちゃん心理。海外文通ガイド。園芸百科全書

手芸全書。料理全集。人口む原理。簿記の入門。社

会福祉入門。化学用語辞典。電気用語辞典。通信工
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ハV ドブック。無機化学ハンドブック。ソピエトの

悲劇。ゐ母さんの骨をもらって歩けた。日常英会話

治 Pがみ二百集。猟人日記。 李朝残影。夏の終り。

落差。連舞。主主主云、市内水田町の高月文六さんから

「経済学全集」外52冊。図書C寄贈があbました.
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手足の不自由な子どものために

11月10日りょ1Z月10日まで才11回目の「手足の不自由主子ど

もを育てる運動」が行たわれています。

一般に肢体不自由児とは「四肢 (手と足)や体幹 (からだ)に

不白由なところがあり、そのままでは将来の生活に支障をきた

すおそれのある児童Jをいいます。

このよう友子供たちは全国で40万人をこえる といわれます。病

状C重い脳性マヒの子どもや、さらには一生不自由がお語らな

い気の毒な子どもたちなEすべてむ肢体不自由児をしあわせに

するために みん注であたたかい手をさしのべてこF運動を意

義あるものにしたいものです。

(稲祉事務所)
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二
十
九
冊
ム
三
浦
大
村
中
学
校
む
施
設
資
金
と
し

滞
土
寺
住
職
外
仏
教
婦
人
会
十
て
、
金
三
万
円
の
寄
付
が
あ

D

名
、
ア
メ
ガ
タ
四
・
五
キ
ロ
ま
し
た
。
ハ
教
育
委
員
会
〉

(
福
祉
事
務
所
)
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圃

延
滞
金

方計
法算

の
改
正

み
な
さ
ん
が
例
人
の
市
民
税
い
ま
ま
で
市
税
の
滞
納
金
に
銭
の
割
合
で
納
付
の
固
ま
で
の

と
い
っ
し
ょ
に
納
め
て
い
ら
れ
は
「
延
滞
金
」
と
「
延
滞
加
算
日
数
に
よ
っ
て
計
算
し
た
金
額

る
個
人
の
県
民
税
に
も
、
納
税

金

」
の
二
つ
が
加
算
さ
れ
て
い
②
督
促
肢
を
発
し
た
日
か
ら

貯
蓄
組
合
で
納
期
内
に
納
め
ら
ま
し
た
が
、
十
月
一
日
か
ら
こ
起
算
し
て
十
日
を
経
過
し
た
日

れ
た
・
場
合
に
限
h
v
県
民
税
納
付
の
二
つ
を
統
合
し
て
「
延
滞
金
の
翌
日
以
後
に
納
付
さ
れ
る
場

額
の
百
分
の

一
の
補
助
金
を
交

」
柁
け
と
し
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
合
は
①
の
金
額
と
、
滞
納
税
金

付
す
る
こ
と
に
在
り
ま
し
た
。
し
て
計
算
す
る
こ
と
に
な
り
ま
百
円
に
つ
い
て
一
日
四
銭
の
割

従
来
事
ι

で
の
市
民
税
の
分
と

し

た

。

合

で

、

督

促

扶

を

発

し

た

日

か

合
算
し
て
交
付
い
た
し
を
す
か
②
納
期
限
の
翌
日
よ
り
、
督
ら
起
算
し
て
十
日
を
経
過
し
た

ら
納
税
貯
蓄
組
合
に
未
加
入
の
促
状
を
発
し
た
日
か
ら
起
算
し
日
の
翌
日
か
ら
納
付
の
日
ま
で

方
は
、
も
よ

b
の
組
合
に
加
入
て
十
日
を
経
過
し
た
日
ま
で
の
の
日
数
に
よ
っ
て
計
算
し
た
金

し
て
納
付
す
る
よ
う
に
し
ま
し
聞
に
納
付
さ
れ
る
場
合
は
、
滞
額
と
の
合
計
金
額
が
延
滞
金
と

ょ

う

。

ハ

税

務

課

〉

納

税

金

百

円

に

つ

い

て

一

日

ご

た

り

ま

す

。

〈

税

務

課

)
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こ要事E

でしし

車内 f三 fニ

め書面積

ると σコ
と 、合

①②計

でで車両

首
f足 lこ
司犬 lこ
発 |で
付 1."，

~ I記
- '，る

と

(1) 
σコ
童十
草草

(
納
期
限
の
翌
包
)

{
納
期
限



マ
入
札
保
障
金
入
札
額
の
五

分
以
上

の
現
金

主
治
当
日
は
印
鑑
を
持
参

し
て
く
突
き
い
。

〈
は
し
く
は
農
林
諒
に
お
た

歩
ね
く
だ
さ
い
。
(農
林
謀
)

大
多
武
演
習
場
使
用

無
縁
墓
地
を
改
葬
し
ま
す

問
問
開
国

o
S
1
r
a
s
e

問
問
闘
国

o
s
-
-
r
a
s
e

、l/
anuI 

f
t
、、

無
線
墓
地
の
改
葬
ず
つ

ぎ
の

之
島
り
行
わ
れ
ま
す

の
で
、
緑
、

故
者
が
告
ら
れ
ま
し
た
ら
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

①

墓

地

名

小

崎
田
又
江

共
同
墓
地

墓
地
所
在
地

宮
崎
県

東
臼
杵
郡
東
郷
村
大
字
山

陰
丙

一
四
九

一

届
出
先
宮
崎
県
東
臼
杵

郡
東
郷
村
役
場
住
民
課

屈
出
期
日

昭
和

三
十

八
年
十
一
月
十
五
日

②

基
地
所
在

地

新

潟

県

新
発
田
市
大
字
阜
道
場
字

埋
野
八

一
九

1
八
二

一

届
出
先

一新
潟
県
新
発

田
市
大
字
早
道
場
六

番
地

山
内
野
墓
地
改
葬
委
員
長

小
林
久
次
郎

届
出
期
日
昭
和
三
十

八
年
十
一
月
三
十
日

③

墓
地

名

西

方

寺
墓
地

墓
地
所
在
地
福
岡
県

柳
川
市
恵
美
須
町
二

七
番

地
届
出
先
福
岡
県
柳
川
市

恵
美
須
町
二
七
、
西
方
寺

届
出
期
日
昭
和
三
十

八
年
十
二
月
三
日

(
保
険
衛
生
課
V

内自 主

容 時
柔 ー

ま審午十讃 E
で査後 一審 i
の段一月査
ー審位時三
ー査三よ十 ー

段 り日 E 

ママ
分月手か七十森よは陸
か二楠ら日ー林う大上
ら十 弾午ま月下 左多自
十七 投後 でて 草訓武衛
時自主五、十刈練 演 隊
三午き 時毎 五 作を習才
十前 訓 ま日日業行場四
分九練で午か いで輸
ま時 前ら まつ送
で三十 八ご すぎ隊
十一 時十 。ので

第
三
十
九
回
成
人
講
座
(
日
曜

と

二

十

四

日

午

前

マ

所

在

地

大

村

市
諏
訪
郷
字

九
時
か
ら
午
後
五
時
狸
ノ
尾
市
有
林

ま

で

マ

数

量

大
村
市
公
会
堂
ホ
l

一
号
林

ル
〈
中
央
公
民
館
)

一
般
市
民

無
料
(教
育
委
員
会
)

大
工
)
を
開
購
し
ま
す

大村市政だよ

中
央
公
民
館
講
座
室

木
工
、
電
気
製
品
に

対
す
る
整
備
修
理
を

修
得
す
る

マ
開
設
日

と
時
間

十
二
月
七
日
か
ら
二
月
二
十

二
日
ま
で
の
才

一
、
才
三
土

曜

日

時

間

は

午
後
一
時
か

ら
四
時
ま
で

マ
受
話
資
格

市
内
在
住
成
人
(
男
子
)
を

主
と
し
ま
す
が
職
業
年
令
は

と
い
ま
せ
ん

マ
申
込

十
一
月
三
十
日
ま
で

中
央
公
民
館
へ

マ
受
講
料

い
り
ま
せ
ん

マ
講
師

未

定
(
教
育
委
員
会
)

マ
教
室

マ
目
的

面
積
二
反

一
政

約
三
十
九
石

面
積
二
一以
二
畝

約
四
十
四
石

面
積
三
反
歩

約
六
十
八
石

面
積
一
.
反
三
畝

約
四
十
三
石

マ
入
札
日
時
十
一
月
二
十
六

日

午

後

二

時

よ
り

マ
入
札
場
所

現

地

マ
入
札
方
法

一
般
公
入
札

マ
会
場

マ
対
象

マ
入
場

三
号
林

三
号
林

市
有
林
の
雑
木
を
公
売

四
号
林

市
有
林
の
雑
木
を
つ

タ
」の

と
お
り
公
売
し
ま
す
。

現
地
説
明
は
十
一

月
二
十
六

日
午
前
九
時
狸
ノ
尾
溜
池
堤

防
で
行
な
い
ま
す
。

忌
明
に
寄
附

第
五
回
視
聴
覚
教
室
開
催

市
内
原
口
郷
の
岩
崎
芳
衛
さ
ん

ム
期
日

十
一
月
二
十
九
日
は
亡
く
な

っ
た
妻
タ
ネ
さ
ん
の

午

前

組

九

J
十
二
時
忌
明
に
金
一
封
を
社
会
福
祉
事

午

後

組

十

二

t
五

時

業
資
金

に
と
苛
付
さ
れ
ま
し
た

ム

場

所

市

公
会
堂
講
座
室

第
一
回
大
村
市

ム
内
容
刊
十
六
ミ
リ
映
写
機
の
操
作
民
踊
大
会
を
開
き
ま
す

実

習

ど

う

ぞ

弘

樹

さ

そ

い

あ

わ

せ

の

同
全
国
視
聴
覚
教
育
研
究
大

上
沿
い
で
く
だ
さ
い
。

会

報

告

マ

日
時
十
一
月
三
十
日
(
土
)

付
映
闘
フ
ォ
ー
ラ
ム
H

茶

の

午

後

六

時

三
十
分
か

間
の
先
生

山
家
庭
生
活

に

む

ら

午

後

九

時

三

十

分

け

る

テ

レ

ピ

の

利

用

に

つ

い

ま

で

て
話
し
ム
ハう
。

大

村
市
公
会
堂
ホ
ー

は
じ
め
て

の
方

も

ご

参

加

く

ル

(

中

央
公
民
舘
)

だ

さ

い

。

無

料

(
教
育
委
員
会
)

!昭和33年 4月zz日第三種郵便物認可

第
五
回
全
国
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
の

料
理
コ
ン
ク
ー
ル
が
あ
り
ま
す

応
募
資
格
一
般
家
庭

の

姉
人

(
調
、
栄
養
関
係
の

専
問
家
を
除
く
)

応
募
に
は
必
ら
歩
規
定
の

応
募
用
紙
を
用
い
て
く
だ

さ
い
。
用
紙
は
保
健
所
K

あ
り
ま
す
。

そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は

大
村
保
健
所
か
保
健
衛
生

課
に
お
た
や
ね
く
だ
さ
い

大
村
保
健
所
管
内
の
ス
キ
ム

ミ
ル
ク
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
が
つ

ぎ
の
と
治
り
開
催
さ
れ
ま
す
の

で
多
数
応
募
さ
れ
ま
す
よ
う
治

す
す
め
し
ま
す
。

マ

華
道
展
が
開
か
れ
ま
す

昭和38年11月初日

市
内

の
華
道
同
一
計
一者
に
よ

る
早
道
の
展
覧
会
が
つ
ぎ
の

と
お
り
行
な
わ
れ
ま
す
。

市
民
み
在
さ
ん
の
ご
米
場
を

治
ま
ち
し
て
い
ま
す
。

マ
日
時

十
一
月
二
十
三
日

実
施
月
日

日十

月
十

マ

マ
会
場

献 場
立所
表
締大
切村
保

十十健
日一 所
月

ママ

マ
入
場

(
教
育
委
員
会
)


